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　それじゃあ、救急車から連絡を受けた病院
は、患者さんが到着するまでの間に事前に治療
の準備ができるんだね。
　そうなんだ。患者さんの状態を確認するため
に救急車が現場で止まっている時間は少し長く
なるかもしれないけど、病院に到着して治療を
開始するまでの時間は以前よりも短くなったん
だよ。
　救急車が病院に向かう前にいろいろな処置が
行われているんだね。
　平成26年４月１日に救急救命士法が改正さ
れて、救急救命士の国家資格を持つ救急隊員は、
救急車の中で今までできなかった血糖値の測定
や心肺停止前の静脈への点滴の処置※2ができる
ようになったんだよ。津市では同じ年の５月
17日から県内で先駆けて、この処置を始めた
んだ。
　へえ～、そんなことも行っているんだね。
　こういった処置を行うことで、これまで意識
をなくしていた患者さんが、病院へ到着するま
での間に意識が回復することもあるんだよ。

　搬送する病院はどうやって決めているの？
　救急隊が患者さんの状態をみて、症状に合っ
た病院を選んでいるんだよ。夜間や休日の場合
は、その日の当番病院に受け入れをお願いして
いるんだけど、もし、かかりつけの病院があれ
ば、受け入れができるかどうかを救急車から確
認することもできるんだ。
　救急車は単に患者さんを病院へ運ぶだけじゃ
ないんだね。
　そうなんだ。それに、津市では今年４月に
119番通報を受ける消防指令センターが新しく
なって、現場から一番近い救急隊を自動的に出
動させられるようになったんだ。あと、会話や
耳が不自由な人も119番通報ができるように今

までの「Fax119」に加えて、スマートフォン
や携帯電話などインターネットから通報できる
「Web119」を県内で初めて導入して、いち早
く現場に到着できるよう工夫しているんだよ。

　ところで、最近、救急車の適正利用っていう
言葉をよく聞くけど、どういう意味なの？
　簡単に説明すると「その救急要請は本当に必
要ですか？」ということなんだ。
 津市内では平成27年１月から９月までの救急
件数が7,010件あって、このうち約50％が入院
を必要としない軽症患者だったんだ。お腹が痛
くってどうしようもなく救急車を呼んだ結果、
軽症だったっていう例もあるけど、「風邪をひ
いた」「お酒を飲んで気分が悪い」「すり傷」
など、明らかに緊急ではない人からの救急要請
もあるんだよ。
　本当に救急車を必要としている人が利用でき
なくなってしまうね。
　そうなんだ。緊急じゃない救急出動が増える
と、心肺停止など一刻も早く救急処置を必要と
している人からの要請に間に合わなくなってし
まうかもしれないんだ。
　救急車を呼ぶときは、本当に必要かどうかを
まずは冷静に考えて、本当に必要な人のため
に、みんなで救急車の適正利用に協力しないと
いけないね。

※1　12誘導心電図…心臓を立体的に12
の方向から眺めることで、よりたくさん
の情報を得ることができる心電図

※2　今までできなかった血糖値の測定や
心肺停止前の静脈への点滴の処置…心肺
停止前の重度傷病者に対する静脈路確
保、輸液・血糖測定、低血糖発作症例へ
のブドウ糖溶液の投与


